
令和８年度

授業の改善・充実に向けた説明会Ⅱ
～各種学力調査の結果を踏まえた授業づくりを目指して～

中学校 数学



全国学力・学習状況調査

中学校　数学



04全国学力･学習状況調査の目的と特徴

目的 児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てる。

特徴 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けてある。

ポイント
つまずきの原因や課題を見出し、つまずきを解消するための
授業の在り方を見直すことが大切である。



04各学校への提供データ（R8 . 7 . 1 6以降、Webシステムより提供)

　本説明会では、以下

の２つの資料にある国

と県のデータを基に、

説明します。

・問題別調査結果

・問題別（解答類型）

　調査結果

　その他の資料も各校

の実態を把握するため

の貴重な資料となりま

すので、ご活用を！



04
赤枠  は、学校向け帳票で山梨県の結果が掲載されている箇所です。平均正答数・スコア以外のデータ

にも注目しながら、自校の結果も踏まえてご確認ください。

各学校への提供データ（R8 .7 . 16以降、Webシステムより提供)



04各学校への提供データ（R8 . 7 . 1 6以降、Webシステムより提供)

赤枠  は、学校向け帳票で山梨県の結果が掲載されている箇所です。平均正答数・スコア以外のデータ

にも注目しながら、自校の結果も踏まえてご確認ください。

※本説明会でお示しする全国(公立)と山梨(公立)のデータは、これらの帳票から確認できます。



正答数 山梨(%) 全国(%)

１６問 4.6 4.9

１５問 7.5 7.8

１４問 7.4 8.4

１３問 7.0 8.0

１２問 7.4 7.4

１１問 7.6 7.0

１０問 6.5 6.6

９問 6.5 6.4

８問 6.3 6.2

７問 6.3 6.0

６問 6.4 5.9

５問 6.2 5.8

４問 5.8 5.5

３問 5.5 5.0

２問 4.3 4.3

１問 3.2 3.2

０問 1.5 1.4

正答数分布グラフ（横軸：正答数　縦軸：割合）
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全国学力･学習状況調査（中･数学）の山梨県の結果概要①

山梨の方が

少ない



分類 区分 山梨(%) 全国(%) 全国との差

(ポイント)

学習指導要領

の領域

A 数と式 66.1 67.8 -1.7

B 図形 46.6 48.7 -2.1

C 関数 53.5 54.8 -1.3

D データの活⽤ 53.3 53.5 -0.2

評価の観点

知識・技能 61.8 63 -1.2

思考・判断・表現 37.4 39.1 -1.7

問題形式

選択式 57.8 59.3 -1.5

短答式 63.1 64.2 -1.1

記述式 37.4 39.1 -1.7

領域・評価の観点・問題形式ごとの正答率グラ

フ

山梨(%) 全国(%)
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04全国学力･学習状況調査（中･数学）の山梨県の結果概要②



問題ごとの分析と授業の改善･充実に

向けて取り組むべきこと
〜全国学力・学習状況調査 (中学校  数学 )より〜



04解説資料と報告書等（国立教育政策研究所　　　　　　　）

解説資料
問題と同時に公表される資料

報  告  書
結果と同時に公表される資料

【主な掲載内容】
・出題の趣旨(大問)
・趣旨(設問ごと)
・解答類型
・解答類型について
・(参考)
　※関連する問題
・出典等

【主な掲載内容】
・出題の趣旨(大問)
・趣旨(設問ごと)
・解答類型と反応率
・分析結果と課題
・学習指導に当たって
・授業アイデア例
・出典等

https://www.nier.go.jp

https://www.nier.go.jp/25chousakekkahoukoku/report/data/25mmath.pdf
https://www.nier.go.jp/


今回は、赤枠 の問題に注目

04本説明会で取り上げる問題　〜大問5、6 ( 3 )、 7 ( 2 )、 9 ( 3 )〜

右上へつづく

左下からのつづき

※ ６月の説明会Ⅰでは、大問７(2）を取り上げた。
　  説明会Ⅰの資料・様子(映像)は、総合教育センター調査研究課のページ
　  から閲覧できます。　https://www.ypec.ed.jp/?page_id=95　　　　     二次元コード⇒

https://www.ypec.ed.jp/?page_id=95


★「評価の観点：思考・判断・表現」　

 


「問題形式：記述式」

　　　　　　　　に注目してみる



６ （３）統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明

　　　できるかどうかをみる

大
問

７ （２）数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を

　　　数学的に説明することができるかどうかをみる。

大
問

８ （２）筋道を立てて考え、証明することができるかどうかをみる。
大
問

９ （３）データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴を

　　　基に説明することができるかどうかをみる。

大
問

具体的に言うと…



学習指導要領

の領域

正答率

（山梨県）

正答率

（全国）

無解答率

（山梨県）

無解答率

（全国）

大問６（３） 数と式 41.6 44.6 26.5 26.5

大問７（２） 関数 30.9 33.9 40.9 39.5

大問８（２） 図形 35.5 37.1 1.0 1.0

大問９（３） データの活用 32.0 31.9 27.5 28.9

正答率の差が

大きい

無解答率が

高い



学習指導要領

の領域

正答率

（山梨県）

正答率

（全国）

無解答率

（山梨県）

無解答率

（全国）

大問６（３） 数と式 41.6 44.6 26.5 26.5

大問７（２） 関数 30.9 33.9 40.9 39.5

大問８（２） 図形 35.5 37.1 1.0 1.0

大問９（３） データの活用 32.0 31.9 27.5 28.9

正答率の差が

大きい

無解答率が

高い

「数と式」「関数」

「データの活用」の問題に



ついて見ていきましょう。

「数と式」「関数」

「データの活用」の問題に

 
ついて見ていきましょう。



７ （２）数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を

　　　数学的に説明することができるかどうかをみる。

大
問



７ （２）数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を

　　　数学的に説明することができるかどうかをみる。

大
問

グラフ・式・表や数値

を用いて説明する



７ （２）数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を

　　　数学的に説明することができるかどうかをみる。

大
問

授業の充実・改善に向けた説明会Ⅰ

詳しくはこちらから



７ （２）数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を

　　　数学的に説明するこ とができるかどうかをみる。

大
問

　各校で取り組んできた内
容が解答類型に反映されて
います。もう一度、解答類
型を見直して指導の振り返
りに役立てましょう！

グラフと式を
利用した正答率

が低い

山梨

3.8
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類型１

類型２
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６ （３）統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明

　　　できるかどうかをみる

大
問



６ （３）統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明

　　　できるかどうかをみる

大
問



６ （３）統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明

　　　できるかどうかを見る

大
問

解答類型 正答 山梨県 全国

（正答の条件）



「○○は、◇◇になる。」という形で、次の(a)、(b)について記述しているもの。



(a)
○○が、「Ａ－Ｂの値」である。


(b)
◇◇が、「選んだ２数の差の９１倍」である。

（正答例）



・
Ａ－Ｂの値は、選んだ２数の差の９１倍になる。

1 (a)、(b)について記述しているもの。 ◎ 37.9 40.9

2
(a)について記述し、(b)についての記述が十分でないもの。

 （例） ・ Ａ－Ｂの値は、差の９１倍になる。 〇 0.7 0.8

3
(a)についての記述がなく、

 (b)について記述しているもの。（（ b）についての記述が十分でないものを含む。） 0.7 0.7

4
(a)について

 記述し、(b)以外に成り立つ事柄のうち、選んだ２数の差について記述しているもの。 ◎ 2.9 2.8

5
(a)について記述し、(b)以外に成り立つ事柄のうち、選んだ２数の差について記述が十分でないもの。 

 （例）  ・ Ａ－Ｂの値は、差をひくと９０の倍数になる。 〇 0.1 0.2

6
(a)についての記述がなく、(b)以外に成り立つ事柄のうち、選んだ２数の差について記述しているも

の。（(b)以外に成り立つ事柄のうち、選んだ２数の差について記述が十分でないものを含む。） 0.3 0.2

7 (a)について記述し、選んだ２数の差についての記述がなく、成り立つ事柄を記述しているもの。 0.3 0.3

8 (a)について記述し、成り立たない事柄を記述しているもの。 8.4 7.7

99 上記以外の解答 22.2 20.1

0 無解答 26.5 26.5

ここ…

気になりませんか？



６ （３）統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明

　　　できるかどうかをみる

大
問

どんなことを意識し

て授業を行えば、改

善できるでしょう？

8 (a)について記述し、成り立たない事柄を記述しているもの。 8.4 7.7

99 上記以外の解答 22.2 20.1

インタラクション①

A-Bの値は、選んだ2数の差の9倍になる。

A-Bの値は、選んだ2数の9１倍になる。



６ （３）統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明

　　　できるかどうかをみる

大
問

報告書　学習指導に当たってより
○ 事柄の特徴を捉え、数学的に説明できるようにする 
　数の性質について、成り立つ事柄を予想し、その特徴を数学
的に説明できるように指導することが大切である。 
　本設問を使って授業を行う際には、「Ａ＋Ｂ」を「Ａ－Ｂ」
に変えた場合に成り立つ事柄を予想し、その事柄を数学的に説
明する場面を設定することが考えられる。 
　具体的には、「手順にしたがってできたＡとＢについて、Ａ
＋Ｂの値は、選んだ２数の和の１１１倍になる」ことを明らか
にした過程を振り返りながら、具体的な数や文字を用いること
で、Ａ－Ｂの値は、９１×（選んだ２数の差）となることを見い
だすことができるように指導することが考えられる。その上
で、「手順にしたがってできたＡとＢについて、Ａ－Ｂの値
は、選んだ２数の差の９１倍になる」のように、成り立つと予
想される事柄の前提と結論を明確にして、事柄の特徴を数学的
に説明できるように指導することが大切である。



６ （３）統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明

　　　できるかどうかをみる

大
問

A+Bの値がどんな数になるか考える場面を設

定することが考えられる。その際、選んだ２

数を具体的な自然数で考え、Ａ＋Ｂを計算し

た結果から、成り立つ事柄を予想

山梨県の解答類型の傾向から、

意識的に行って欲しい取り組み

です



９ （３）データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴を

　　　基に説明することができるかどうかをみる。

大
問



９ （３）データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴を

　　　基に説明することができるかどうかをみる。

大
問



９ （３）データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴を

　　　基に説明することができるかどうかをみる。

大
問

令和3年度

山梨県11.1％

全国11.1%

令和8年度

山梨県32.0％

全国31.9%

全国との差は

ないが…

あと少し…



９ （３）データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴を

　　　基に説明することができるかどうかをみる。

大
問

山梨　全国

27.5　 28.9
13.4　 13.4

  0.9        0.9

  4.2        4.4
12.3　 10.3

  9.8      10.2

32.0　 31.9

ここ…

気になりませんか？



９ （３）データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴を

　　　基に説明することができるかどうかをみる。

大
問

２つの度数分布多角形は同じ

ような形である。

２つの度数分布多角形の

形と位置を比較して



９ （３）データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴を

　　　基に説明することができるかどうかをみる。

大
問

「２つの度数多角形は同じような形である」

インタラクション②

このような解答をした生徒の考え

を想像してみましょう。



９ （３）データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴を

　　　基に説明することができるかどうかをみる。

大
問

「２つの度数多角形は同じような形で、

　位置がずれている」

根拠として十分かどうか考えてみる

根拠を明確にした説明

「２つの度数多角形は同じような形である」

「位置についてはどうですか？」



５
起こり得る場合を樹形図や二次元の表を利用するなどして整理し、確率を

求めることができるかどうかをみる。

大
問



５
起こり得る場合を樹形図や二次元の表を利用するなどして整理し、確率を

求めることができるかどうかをみる。

大
問



５
起こり得る場合を樹形図や二次元の表を利用するなどして整理し、確率を

求めることができるかどうかをみる。

大
問

平成30年度

山梨県67.3％

全国71.8% 令和8年度

山梨県55.6％

全国60.0%
全国との差が

縮まらない…



５
起こり得る場合を樹形図や二次元の表を利用するなどして整理し、確率を

求めることができるかどうかをみる。

大
問

12.4　10.8

6.5     　5.6

13.2 　11.1

山梨　全国

1.8  　   1.7

5.2　     4.8

55.6　60.2

4.8　     5.5

0.3　     0.4

ここ…

気になりませんか？



５
起こり得る場合を樹形図や二次元の表を利用するなどして整理し、確率を

求めることができるかどうかをみる。

大
問

このような解答をした生徒の考え

を想像してみましょう。

インタラクション③



５
起こり得る場合を樹形図や二次元の表を利用するなどして整理し、確率を

求めることができるかどうかをみる。

大
問

解答類型５の中には、目の出方が全部で３６通りであることを捉えることができ
ず、次のように確率を求めた生徒がいると考えられる。
（ア）一つのさいころの目の出方が６通りであることから、大小二つのさいころ　　
　　　を同時に投げたときの目の出方を全部で６×２の１２通りであると捉え、
　　　大きいさいころの目が６、小さいさいころの目が１となる場合と、大きい
　　　さいころの目が１、小さいさいころの目が６となる場合の２通りを考え、
　　　確率６分の１を求めた。
（イ）大きいさいころの目が６、小さいさいころの目が１となる場合が１通りで
　　　あることは捉えることができているが、二つのさいころの全ての目の出方
　　　を、一つのさいころの全ての目の出方である６通りであると捉え、確率６
　　　分の１を求めた。



５
起こり得る場合を樹形図や二次元の表を利用するなどして整理し、確率を

求めることができるかどうかをみる。

大
問

与えられた樹形図や表を

埋めるだけではなく、自

分で表や樹形図を作成す

る経験をこれまで以上に

大切にしましょう。
どうやって数えたら

数えやすいかな？

樹形図？表？

書き出す？



国立教育政策研究所 H P で

公 開 さ れ て い る 授 業 アイデア例



報告書（中数）の中で提示されている授業アイデア例①

【URL】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　【二次元コード】

大問６
　事柄の特徴を捉え、数学的に説明
　できるようにする

授業アイデア例
　「手順によってできた３桁の数の和
　について考えよう」～予想が成り
　立つことを説明するための方針を
　立て、その方針を説明する～

https://www.nier.go.jp/26chousakekkahoukoku/report/data/26mmath_idea_06.pdf

https://www.nier.go.jp/26chousakekkahoukoku/report/data/26mmath_idea_06.pdf


報告書（中数）の中で提示されている授業アイデア例②

【URL】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　【二次元コード】

大問８
　問題解決の過程や結果を基
　に統合的・発展的に考察で
　きるようにする

授業アイデア例
　「２倍の大きさの角が作図
　できることについて考えよ
　う」～二つの異なる書き方
　や証明を比較して考察する～

https://www.nier.go.jp/26chousakekkahoukoku/report/data/26mmath_idea_08.pdf

https://www.nier.go.jp/26chousakekkahoukoku/report/data/26mmath_idea_08.pdf


報告書（中数）の中で提示されている授業アイデア例③

【URL】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　【二次元コード】

大問９
　目的に応じてデータを収集
　して分析し、その傾向を読
　み取って批判的に考察し判　
　断することを通して、統計
　的に問題解決できるように
　する

授業アイデア例
　「学校の生徒の睡眠時間の
　特徴を調べよう」～目的に
　応じてデータを収集して分
　析し、傾向を読み取って批
　判的に考察し判断する～

https://www.nier.go.jp/26chousakekkahoukoku/report/data/26mmath_idea_09.pdf

https://www.nier.go.jp/26chousakekkahoukoku/report/data/26mmath_idea_09.pdf


総合教育センター調査研究課

W e b サ イ ト の ご 紹 介



山梨県総合教育センターＨＰトップの「メニュー」から
　⇒ 調査・研究 ⇒　各種調査と授業改善
　　　　　　　　 　
ピックアップ問題の活用
　　　　　　　　 　
研究関係資料
　　　　　　　　　  総合教育センター　一般留学生
　　　　　　　　　  ライブラリー情報

調査研究課
のページ

各種学力調査の概要
（全国学調、教育課程実施状況調査）

授業の改善・充実に向けた
説明会の資料等
（スライド資料、説明会動画）

要チェック！ https://www.ypec.ed.jp/?page_id=95
※このページ（各種調査と授業改善）への直リンクです。 
　【URL】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　【二次元コード】

本説明会（他校種・他教科含む）のスライド資料、オンデマンド映像は、「各種調査と授業改善」ページから閲覧可能です。

総合教育センターHPの調査研究課ページのご紹介

アンケートも
こちらから！

ご協力よろしく
お願いします♪

https://www.ypec.ed.jp/?page_id=95
https://www.ypec.ed.jp/?page_id=95


授業の改善・充実に向けた

ポータルサイト公開中！
PC、タブレット、スマホからも視聴可能
授業づくりのヒントに活用してみませんか

総合教育センターでは、令和７年度より「授業
の改善・充実に向けたポータルサイト」を作成
令和８年度も、授業の改善・充実に向けた情報を
配信していく予定

https://sites.google.com/ypecken.kai.ed.jp/jugyoukaizen/top
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ご 参 加 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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令和８年度

授業の改善・充実に向けた説明会Ⅱ
～各種学力調査の結果を踏まえた授業づくりを目指して～

中学校 数学
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